
 

ローカルという天職：バイローカル運動の解体

と「うさぎとぼく」という典型事例 
 
 

グローバリゼーションへの静かなる対抗潮流 
 
バイローカル運動は、単なる消費者トレンドとしてではなく、グローバリゼーションがもたらす場所性

の喪失に対する、歴史に深く根差した重要な対抗言説として理解されるべきである 1。この運動の真
価は、大阪市阿倍野昭和町に佇む珈琲店「うさぎとぼく」のような小規模事業においてこそ、最も鮮

明に現れる。これらの事業は、単なる商業施設ではなく、複雑な社会的、文化的、経済的機関として

機能している。 
本レポートは、「うさぎとぼく」が、オーナー夫妻のかつての福祉分野でのキャリアから生まれた独自

の「社会的天職」を通じて、単なるカフェをコミュニティの強靭性、文化の維持、そして共感資本主義（

compassionate capitalism）の強力かつ統合されたモデルへと昇華させた、進化形のローカリズム
を体現していると論じる。 
この目的を達成するため、本レポートは二部構成をとる。第一部では、バイローカル運動の理論的・

歴史的背景を分析し、第二部では、その理念が「うさぎとぼく」という具体的な事例において、いかに

深く実践されているかを詳細に検証する。 
 

第一部 バイローカル運動の批判的・歴史的分析 
 
この第一部では、「うさぎとぼく」の事例が持つ重層的な価値を完全に理解するために不可欠な、理

論的および歴史的枠組みを構築する。 
 
1.1 ローカリズムの哲学：コミュニティ経済の再構築 

 
バイローカル運動は、「地元で買い物しよう」という単純なキャッチフレーズを超えた、より深い哲学に

基づいている 3。その核心には、地域経済とコミュニティの持続可能性に対する強い意識が存在す
る。 
第一に、運動の経済的根幹をなすのが「地域内乗数効果（Local Multiplier Effect）」である。調査に
よれば、地域資本の独立系店舗で消費された資金は、その多くが地域内で再循環する傾向がある。

あるテキサス州オースティンでのケーススタディでは、消費者が地元の書店で100ドルを費やすと、
地域経済に45ドルのインパクトがもたらされたのに対し、大手チェーン店ではその額はわずか13ドル
にとどまった 6。この効果は、地域事業者が地元の会計士やマーケティング会社を利用し、地元の従



業員を雇用し、個人的にも地域で消費を行うことで、資金が地域経済の基盤を強化しながら循環す

るために生じる 7。 
第二に、この運動はコミュニティの強靭性（レジリエンス）とアイデンティティの維持に貢献する。多様

な地域ビジネスからなる生態系は、外部からの経済的ショックに対してより強い耐性を持ち、その地

域固有の性格や「場所の感覚（sense of place）」を保持する上で不可欠な役割を果たす 7。これらの
ユニークな店舗こそが、コミュニティを単なる居住地ではなく「我が家」と感じさせるのである。 
そして最も重要な点は、バイローカルが単なる経済活動に留まらないことである。それは人々のつな

がりを育み、家族を支え、社会的な関係資本を強化する運動でもある 9。地域の事業主は、そのコ
ミュニティの未来に深く関与する隣人なのである 7。この現象は、経済学の「社会相互作用理論（
Social Interaction Theory）」によって巧みに説明できる。この理論によれば、消費者は単に商品か
ら効用を得るだけでなく、他者（この場合は地域の生産者）の幸福からも効用を得る 11。消費者が、よ

り効率的な非地域産品ではなく、時に高価な地域産品をあえて選ぶのは、このためである 12。彼らは

商品を購入すると同時に、隣人を支援し、コミュニティの活力を維持するという行為そのものから満

足感、すなわち「利他的な消費」から価値を得ている。この視点は、バイローカル運動が持つ強力な

感情的・道徳的魅力を解き明かす鍵となる。 
 
1.2 バイローカルの系譜：「バイ・アット・ホーム」から反グローバリゼーションへ 

 
現代的な響きを持つバイローカル運動だが、その起源は新しいものではなく、歴史的に繰り返されて

きた現象である。19世紀、鉄道網が普及する以前、コミュニティは本質的に自給自足であり、経済は
必然的にローカルであった 14。しかし、鉄道と通信販売カタログの登場が、場所性に縛られない最初

の競争を生み出した。これに対し、地域の新聞社は1870年代から「バイ・アット・ホーム（
Buy-At-Home）」キャンペーンを展開し、地元企業への忠誠を訴え始めた 14。 
驚くべきことに、当時掲げられた主張は現代のものと酷似している。地域内で資金を循環させるこ

と、地元の税金を納め公共事業に貢献する商店を支援すること、そして「市民としての忠誠心（Civil 
Loyalty）」に訴えかけることなど、その論理は150年以上にわたってほとんど変わっていない 14。現代

のバイローカル運動は、20世紀後半から21世紀にかけて加速したハイパーグローバリゼーションに
対する直接的な応答と見なすことができる。現代における大型量販店や電子商取引は、19世紀の鉄
道や通信販売カタログが果たした役割をそのまま担っているのである 9。 
この歴史的視座から見えてくるのは、ローカリズムの周期的な性質である。商業の規模を拡大し、地

理的「摩擦」を減少させる技術的・経済的変革（鉄道、インターネットなど）は、効率性を生む一方で、

地域の経済生態系を破壊する。この破壊は、コミュニティのコントロール喪失、経済的流出、文化的

均質化といった感覚をもたらす。それに対する反作用として、コミュニティは場所に基づいたアイデン

ティティと経済的相互依存を再評価する対抗運動（バイローカル）を生み出すのである。したがって、

バイローカル運動は直線的な進歩の物語ではなく、経済的「進歩」がもたらす中央集権的・均質化的

な力に対する、周期的な防衛反応と理解できる。 
 
1.3 日本におけるバイローカルのエコシステム：行政主導から草の根活動まで 

 



日本におけるバイローカルの実践は、多様な形態をとる。一方には、吹田市 3 や岐阜市 15 のよう
に、地方自治体が地域経済活性化のための公式な政策として推進するトップダウン型のアプローチ

がある。これらのキャンペーンは、ポスター掲示や、岐阜市の十六銀行との連携、あるいは「ぎふベ

ジ」のような地域産品のブランド化といった官民連携の形をとることが多い 15。 
これとは対照的に、コミュニティが主体となるボトムアップ型の運動も存在する。その代表例が、本レ

ポートの事例研究の舞台でもある大阪市阿倍野区昭和町エリアで展開される「昭和なまちのバイ

ローカル」である。この運動は、地域住民が「良い商い」を知り、継続的に利用することで、地域の伝

統や品格を守り育てることを目的としている 16。具体的な活動としては、地域のお店を紹介する「バイ

ローカルマップ」の作成、小規模なマーケット「バイローカルの日」の開催、そして地域の未来を語り

合う「トークローカル」といった、より親密で関係性に基づいたアプローチが特徴である 9。 
これら二つのアプローチは、対立するものではなく、むしろ共生的な関係にある。行政によるトップダ

ウンのキャンペーンは、運動に広範な正当性と安定した基盤を提供しうる。一方で、草の根の活動

は、公式な政策に血肉を与え、真のコミュニティの参加と情熱を吹き込む。最も効果的なバイローカ

ルのエコシステムは、この両者が互いを補強し合う場所に生まれると言えるだろう。「うさぎとぼく」

は、この豊かでコミュニティ主導の草の根運動の文脈の中に明確に位置づけられる。 
 
1.4 避けて通れない批判：経済的・倫理的論争 

 
バイローカル運動は、批判と無縁ではない。古典的な経済理論の観点からは、この運動は非効率的

だと指摘される。消費者に、より効率的な非地域産品よりも非効率な地域産品を選ぶよう促すこと

は、経済的な「死荷重（deadweight loss）」を生むとされる 12。また、予算が限られている消費者に

とっては、価格の上昇につながる可能性もある 12。 
倫理的なジレンマも存在する。自国の雇用を開発途上国の雇用よりも優先する姿勢は、保護主義、

あるいは排外主義的と見なされる危険性をはらむ 12。さらに、運動の理念が大手企業によって表面

的に利用され、その意味が希薄化する「ローカルウォッシング」の問題も指摘されている 12。 
しかし、これらの批判に対して、強力な対抗議論が存在する。それは、地域ビジネスが「公共財」を提

供するという考え方である。批判の多くは個々の商品の価格に焦点を当てるが、地域ビジネスが提

供するユニークなコミュニティの性格や帰属意識といった価値は見過ごされがちである 8。これらの
価値は、そこに住むすべての人々が享受できる「公共財」としての側面を持つ。一方で、グローバル

なサプライチェーンがもたらす環境破壊やコミュニティの衰退といったコストは、商品の価格には反映

されない「外部化」されたコストである 12。 
この視点に立つと、地域産品の「高い価格」は、これらの外部化されたコストと、公共財としての便益

を「内部化」したものとして再解釈できる。消費者は商品そのものだけでなく、活気に満ちたユニーク

な街並みという公共財を維持するために支払っているのである。この議論は、バイローカルをめぐる

論争を、単なる「高いか安いか」の二元論から、「どのような価値体系を支持するか」という、より本質

的な問いへと転換させる。そしてこの視点こそが、「うさぎとぼく」のように社会的・文化的価値を事業

の中核に据えるビジネスを分析するための、最適なレンズとなる。 
 

第二部 「うさぎとぼく」：バイローカル理念のミクロコスモス 



 
この第二部では、第一部で構築した理論的枠組みを適用し、「うさぎとぼく」という具体的な事例を深

く掘り下げる。同店が、いかにしてバイローカルの理念を統合的かつ進化させた形で体現しているか

を明らかにする。 
 
表1：「うさぎとぼく」の価値提供と高度なバイローカル原則のマッピング 

 
 
高度なバイローカ

ル原則 
初期のGemini分析
項目 

「うさぎとぼく」の具

体的活動（証拠） 
分析的洞察（本レ

ポートのより深い議

論） 
統合された社会経

済的循環 
福祉施設との連携 地域の障害者作業

所（オガリ作業所、

第２せんぼく障害者

作業所等）から焼き

菓子を仕入れ、市

場競争力を持たせ

るために無償で

パッケージデザイン

を提供する 22。 

単なる取引を超え、

オーナーの「社会

的天職」に根差した

共生的なパート

ナーシップを構築し

ている。ビジネスモ

デルそのものが、

相互支援とエンパ

ワーメントをサプラ

イチェーンに直接組

み込んだ「社会福

祉志向の経済ルー

プ」を意図的に創出

している。 
生きた遺産（Living 
Heritage）と場所
づくり 

長屋の保存と活用 築約90年の昭和時
代の長屋を意図的

に改修・商業利用

し、その建築的特

徴を保存している 22

。 

「生きた遺産の保

存」という行為とし

て機能している。物

理的な空間は単な

る立地ではなく「商

品」の中核をなし、

グローバル化され

た均質性に対抗す

る真正な体験を提

供し、地域の独特

な美的アイデンティ

ティに直接貢献して

いる。 
キュレーションされ

たコミュニティと意

図的な「第三の場

「サードプレイス」と

しての機能 
「静かで落ち着いた

空間」を育み、その

雰囲気を維持する

中核的な経営戦略

として「社会的環境

の意図的なキュ

 



所」 ために「大人2名様
まで」という利用ガ

イドラインを設けて

いる 23。 

レーション」を実践

していることを示

す。これは、顧客の

回転率を最大化す

るよりも、コミュニ

ティのウェルビーイ

ングと体験の質を

優先するものであ

り、オーナーの精神

保健福祉士として

の経歴に根差した

価値観を反映して

いる 29。 
包括的なコミュニ

ティへの責務 
保護猫活動の支援 地域のボランティア

が運営する保護猫

活動のための募金

や情報発信の拠点

として機能している 
29。 

「地域コミュニティ」

の概念を、最も弱

い立場にある人間

以外のメンバーに

まで拡張している。

これは、純粋な経

済的定義のローカ

リズムをはるかに

超えた、地域全体

の幸福に対する深

く、包括的で、共感

に基づいたコミット

メントを反映してい

る。 
 
2.1 価値の源泉としての長屋：建築、雰囲気、真正性 

 
築約90年の長屋を改修するという決断は、単なる美的選択ではなく、戦略的なものであった 22。この

選択は、ビジネスを「昭和町」という地域の歴史とアイデンティティに物理的に固定する行為である。

かつてのクリーニング店時代から残る洗濯板や、意図的に残されたトタン屋根など、建物の歴史的

要素を保存することで 27、このカフェは地域史の管理人となる。この「生きた遺産」の保存は、地域の

文化資本への直接的な貢献であり、高度なローカリズムの核心的な実践と言える。 
さらに、この物理的な空間は、静かで落ち着いた、内省的な雰囲気の醸成を可能にしている 24。物

議を醸す可能性のある「大人2名様まで」という利用制限 23 は、その意図を明確に物語っている。す
なわち、収益の最大化よりも、「第三の場所」としての体験の質を優先するという強い意志の表れで

ある。これは、回転率よりもウェルビーイングを重視するオーナーでなければ下せない経営判断であ

る。 
 



2.2 社会的天職：福祉の仕事から珈琲焙煎へ 

 
この事例を理解する上で最も重要な変数は、オーナー夫妻の経歴である。彼らはかつて障害者施設

で働き、一人は精神保健福祉士の資格を持つ専門職であった 25。この事実は、単なる背景情報では

なく、このビジネスの根幹をなす「OS（オペレーティングシステム）」である。 
彼らにとってカフェの経営は、商業的な手段を用いた社会的ミッションの継続に他ならない。ケア、共

感、コミュニティ支援といった彼らの専門性は、事業への付加価値ではなく、事業そのものを動かす

中核的な論理なのである。この経歴は、店が提供する落ち着いた雰囲気（精神的ウェルビーイング

への配慮）、福祉施設との連携（障害を持つ人々への継続的な支援）、そして店全体に浸透している

ケアの倫理観といった、他のすべての活動を直接的に説明する。 
 
2.3 コミュニティのセーフティネットを編む：福祉と動物保護との共生 

 
福祉施設との連携は、単なる「地産地消」の枠を大きく超えている。彼らはオガリ作業所や認定NPO
法人トゥギャザーといった特定の施設と積極的に提携し 25、決定的に重要なのは、それらの商品を

一般市場で競争力のあるものにするため、無償でマーケティングやパッケージデザインの支援を

行っている点である。その目的は、商品を「福祉製品だから」ではなく、「良い製品だから」選ばれるよ

うにすることにある 25。これは慈善ではなく、エンパワーメントを目的とした行為である。 
この取り組みは、顧客がクッキーを一つ購入する行為が、障害を持つ人の所得保障と社会的評価に

直接つながるという、極めてローカルで社会意識の高いサプライチェーンを創出する 23。さらに、地

域の保護猫活動への支援 31 は、彼らの思想の深さを示す。これは、「コミュニティ」の定義を、人間以
外の弱い立場にある存在にまで拡張する、ラディカルなまでに包括的な視点である。この活動は、単

純な経済学を超えた、共感に基づくローカリズムの体現に他ならない。 
 
2.4 「昭和町ブレンド」：地域アイデンティティの象徴としての商品 

 
自家焙煎、そして注文を受けてから豆を焙煎するというこだわりは、チェーン店との明確な差別化要

因であり、真正な地域ビジネスが持つ職人技への傾倒を示している 26。しかし、その価値は品質だ

けに留まらない。 
店の看板商品を「昭和町ブレンド®」と名付け、商標登録までしている行為 33 は、自らの商品を地域
のアイデンティティそのものと結びつける、意図的なプレイス・メイキング（場所づくり）である。この

コーヒーは、昭和町という場所のアンバサダーとなる。一杯の「昭和町ブレンド」は、地域アイデンティ

ティ、職人技、そしてグローバル企業には決して再現不可能な独自のフレーバープロファイルといっ

た、このカフェが持つ価値観すべての、具体的で芳香な表現なのである。 
 

結論：ローカルという天職が持つ、再現可能な価値 
 



本レポートの分析が明らかにしたように、「うさぎとぼく」は単に成功した地域ビジネスではなく、バイ

ローカルの理念を深く統合した、一つの完成されたモデルである。この店が成功しているのは、それ

が単なるビジネスを超えた存在であるからに他ならない。 
このモデルの再現可能性を考えるとき、すべてのカフェオーナーが元ソーシャルワーカーである必要

はない。しかし、その核となる原則は移転可能である。すなわち、真の社会的ミッションをビジネスモ

デルに組み込むこと、物理的な空間をコミュニティの資産と見なすこと、共生的な地域のサプライ

チェーンを構築すること、そして「コミュニティ」を広く共感的な視点で定義することである。 
「うさぎとぼく」は、最も強靭で価値ある地域ビジネスとは、大企業の戦略を小規模に模倣するもので

はなく、根本的に異なる何か、すなわち、彼らが奉仕する人々と場所への深く、真正で、共感に満ち

たつながりを提供するものであることを証明している。それは、ビジネスが天職となりうること、そして

地域の商業が、コミュニティをケアするための強力なエンジンとなりうることを、静かに、しかし力強く

示している。 
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